
道 
志願の手引きについて （全日制を中心とした内容のポイント） 

 今年度の公立高校の「志願のてびき」は 12月中旬に配布予定です。 

すでに県 HPに掲載されているので、必ずご確認ください。 

 

出願方法・志願の手続きの流れ  P.1～4 

○今後出願サイトに掲載される、マニュアルを必ずご覧ください。 

 https://shutsugan.pref.kanagawa.jp/applicant/ 

マニュアルを見てもわからないときにはヘルプデスクへご連絡をお願いします。 

 050-3501-6252 

○手続き関係は進路説明会でお伝えした、中学校内での期日でお願いします。 

 ①アカウント・志願情報作成 →1/18（木）まで 

 ②出願先データ確定 →1/25（木）まで 

 ③受検料納付 →1/29（月）まで 

I.志願資格・学区確認  P.5 P.28～30 

○川崎市立の全日制普通科を受検する（学区外の）場合 

横浜市から受検する場合は、学区外扱いとなり。定員の８％までしか合格できません。 

○単身赴任等で、市外や県外に保護者の一方の住所があり、そちらの保護者を入力する場

合は、その住所を書いたメモを面談時に持ってきていただきます。 

II.共通選抜 P.5～ 

○第２希望について・・普通科専門コース（戸塚）、横浜国際のバカロレア、専門学科、 

              多部制の定時制（向陽館、横総、明朋）のみ記入できます。 

○定時制・通信制高校もインターネット出願で、通信制の検定料は無料です。 

○受検料の納付方法 ※減免制度については P.35を参照してください。 

出願サイトから受検料を納付してください。 

○志願変更・・１回だけ可能です。全日制・定時制・通信制の異なる課程間でも可能で、 

第２希望だけの変更も可能です。 

高校へ行く必要はありません。5、6日の 7：00～8：00に中学校にご来校ください。 

市立⇔県立、は受検料の再納付が必要で、返金はありません。 

定時→全日の場合は差額分を再納付します。 ※再納付も出願サイトで行います。 
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○学力検査・・学力検査 ２月１４日           

特色検査 ２月１４日・１５日・１６日または１９日  

※当日検査予定（有・無・変更） 

テレビ神奈川（ｄボタン AM  6:30以降） 

神奈川県 webページ（AM 6:30以降） 

携帯、スマホ・・持ち込み禁止。            

大雪等で、持ち込む必要が出てきた場合、中学校と相談。中学校名入りの封筒で提出。

他にタブレット、ウェアラブル端末等電子機器、定規、三角定規、コンパス、分度器等全て

不可。  ※問題用紙をチェックするためにマーカーは使用可です。 

○追検査 P.8 

インフルエンザの罹患等、やむを得ない事情により受検できない場合に申請します。 

※中学校に意思を伝え、追検査受検願（２８号様式）を中学校から提出。 

   医師の診断書等を併せて提出する必要があります。 

※提出期間 ２月１４日および１５日 

※検 査 日 ２月２０日（学力検査のみ） 

○独自様式の提出書類がある学校･･･P.33の書類をご確認ください。 

○合格者の発表 P.9 

２月２８日（水） ９時 出願サイトで確認し、書類を高校に取りに行く。 

※合否結果を確認後、合格通知書を受け取るのを忘れないように気を付けてください。 

 代理人が受け取りを行う場合は中学校にご連絡ください。身分証明書をご持参ください。 

※合格者は期日までに入学手続きを確実に行ってください。 

III.二次募集 P.10  在県外国人特別募集 P.17 

○二次募集は欠員があった場合だけです。 

すでに高校〈公立・私立問わず〉に合格している人は受検できません。 

○在県の出願は、事前に高校での志願資格の確認が必要です。 

その他は共通選抜に準じます。 

別   表 

P.34 ・「特色検査において学校独自の様式による提出用紙が必要な学校」があります。 

P.35 ・検定料などの減免について、保護者が高校と｢事前相談｣が必要です。 

・検定料を減免する場合は、申請書用紙を高校に提出〈願書提出時までに〉。 

・入学金の減免についても同様な手続きが必要です。 

P.36～・奨学金貸付〈予約採用・在校採用〉 

・私学などの学費支援制度〈入学後の手続き〉 

※ 定時制・通信制の『志願の手引き』は、必要な生徒に配布します。 


